
 

 

 

新市まちづくり計画（平成 17 年 9 月策定）より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△△地区 

まちづくり推進 

委員会（仮称） 

＜行政支援＞ 
・体制強化及び運営経費の支援 

制度創設 

・活動拠点となる公民館の施設充実 

・アドバイザー※的職員の配置 

（常勤または非常勤） 

・自治区（支所）においてサポート 

体制構築 

 
地区まちづくり推進委員会（仮称） 

○○自治区 

まちづくり会議

（仮称） 

自
治
区
（
支
所
） ＜行政支援＞ 

・自治区（支所）との定
期会議の開催 

・サポート※体制構築 

（担当部署設置含む） 

 
自治区まちづくり会議（仮称） 

代表者等 連絡調整 

新市まちづくり 

会議 

（仮称） 

△△地区 
まちづくり推進 
委員会（仮称） 

自治会・ 

町内会等 

生 産 団 体 

高齢者団体 

若 者 団 体 

女 性 団 体 

地域づくり団体 

ボランティア団体 

Ｎ Ｐ Ｏ 

地区まちづくり推進委員会（仮称）イメージ図 

公民館単位に設置 

 
新市まちづくり会議（仮称） 

＜行政支援＞ 
・新市執行部との定
期会議の開催 

・サポート体制構築 

新
市
（
本
庁
） 

代表者等 連絡調整 

※ アドバイザー：助言者、忠告者 

※ サポート：支持、援助、支え 

地区まちづくり推進委員会の設置について 

公民館単位に各種団体等の代表者で構成 
地区内の意見のとりまとめ／地区のまち
づくりの重要な組織と位置づけ、各地区
で地域振興計画を策定し、計画の具現化
を図る 

旧市町村単位に地区まちづくり推進委員
会（仮称）代表者等で構成 
地区まちづくり推進委員会（仮称）間の
連絡調整／自治区（支所）との連絡調整
／住民自治組織による自治区まちづくり
に関する企画協議 等 

自治区まちづくり推進会議（仮称）代表
者等で構成 
自治区まちづくり会議（仮称）間の連絡
調整／本庁との連絡調整／住民自治組織
による一体的なまちづくりに関する企画
協議 等 

 

資料 1 



○『地区まちづくり推進委員会』のイメージ 

 

 

 

 

 

  

                 

          委員として参画 

 

 

      

            委員として参画 

                 

 

 

               委員として参画 

 

 

 

 

 

 

 

【参 考】 

 

島根県では平成２０年度から、中山間地域対策として地域の実情に応じた主体的、積

極的な取り組みを重点的に支援するため、「中山間地域活性化重点施策推進事業」が創

設されました。 

この事業を活用し、新市まちづくり計画や浜田市総合振興計画の中で位置付けられ、

新しい形の住民自治組織である「地区まちづくり推進委員会の設置」について、モデル

地域を選定し取り組んでいます。 

 

【金城自治区のモデルケース「縁の里づくり委員会」（波佐・小国地区）】 

  地区内在住者及び帰省者に対してアンケート調査を行い、意識調査に基づいた次の

２本柱の活動を展開されています。 

 

「安心・安全な地域づくり活動」…防災マップにおける危険箇所や独居老人世帯の

位置などを地図情報として整理 

 

「地域活性化を目指した活動」…産直市の試行を行い、併せて高齢者の参加によ

る加工品開発への取り組みを行っている｡ 

○○地区 

まちづくり推進委員会 

 

委員数：１５名～２５名程度。 

会議頻度：年６回程度を想定。無報酬。 

町内会・自治会

等 

ＮＰＯ・ 

ボランティア団体

等 

高齢者団体・女性 

団体・若者団体等 

地域振興計画の作成等 

○ わがまちはどうあるべきか？ 

○ 住みやすくするにはどうすれ

ば良いか？   等々 

行政の支援 

○ リーダー研修会の開催。（自治区毎に開催） 

○ 委員会経費を助成。（資料作成費等） 

○ 調査・研究費を助成（計画書作成費等） 

○ アドバイス・情報提供等人的支援。 


